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海底に蓄えられた栄養価を「海底耕運」という発想で掘り出す 苦⾁の策 
 
瀬⼾内海はきれいになりすぎて⿂が育ちにくくなっているそうだ。養殖のノリの⾊落ちも
深刻なようである。この問題を根本的に解決するには、陸地より海へと栄養を送り込むこと
だ。かつて、この⼿法は北海道の漁師が⼭林保護に⼒を⼊れ、陸地から海への豊かな栄養供
給を⽬指したことで有名となった。 
 
瀬⼾内海の貧栄養化を解決する⼿法の⼀つとして、下⽔処理場での処理の程度をコントロ
ールして、海へと栄養を送り出す⽅法が試みられている。神⼾新聞に紹介された。 
 
神⼾新聞 2019 年９⽉ 13 ⽇ の記事より作成したブログ 
豊かな海を求めて ⼀部の下⽔処理場排⽔について排⽔基準を廃⽌すると 
 http://www.alchemist.jp/Blog/190913.pdf 
 
そして、本⽇の神⼾新聞の記事は「海底耕運」だ。海底に蓄積されている栄養価を海⽔部分
に溶出させようとするものだ。誰が考え付いたアイデアであるかはわからないが、海の底を
耕運しようとのアイデア（発想）には感⼼させられた。⼈間考えれば「知恵」が出るものだ。 
 
瀬⼾内海の広い海域でここ数年、継続的にこの耕運が実施されているようである。その効果
については以下に⽰した 2012 年の論⽂で触れられている。続けているからには何らかの効
果があると考えるのが⾃然である。それでも毎年、不良が続きノリが⾊落ちしている淡路島
近くでは事態は極めて深刻である。 
 
ノリ養殖 向こうにうっすらと淡路島      明⽯市 江井島 



 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
瀬⼾内海の環境の保全に関する兵庫県計画に基づく「豊かで美しい瀬⼾内海」再⽣に向け 
た実施計画兵庫県 平成 29 年２⽉ 
https://www.kankyo.pref.hyogo.lg.jp/files/4014/9058/3974/seto_implementation_plan.pdf 

 

 



 
 

 


